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人
生
は
誰
も
い
な
い
山
道
を
い
ば
ら
を
か
き

分
け
て
歩
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

道
は
す
べ
て
前
も
っ
て
誰
か
が
歩
い
た
道
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
道
ら
し
い
し
る
し
を
つ
け

て
く
れ
て
い
る
道
で
あ
り
、
だ
か
ら
人
に
と
っ

て
は
ど
の
経
路
を
ど
う
い
う
歩
き
方
で
い
く
か

が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

つ
ま
り
は
生
き
方
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
誰
か
の
手
を
と
り
歩
い
た
り
、
誰

か
の
後
に
つ
い
て
い
っ
た
り
、
見
知
ら
ぬ
ひ
と

た
ち
に
先
を
越
さ
れ
た
り
、
追
い
越
し
た
り
、

と
繰
り
返
し
て
い
く
。

　

人
波
が
あ
る
。
歴
史
が
あ
る
。
想
い
出
が
あ

る
。
人
生
と
は
や
は
り
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
様
々
な
出
会
い
が
あ
る
。

　

出
会
い
が
そ
の
人
の
人
生
を
つ
く
る
。

　

出
会
い
に
理
由
は
な
い
。

　

出
会
う
べ
く
し
て
出
会
う
。

　

そ
れ
を
縁
と
い
う
。

　

縁
あ
っ
て
会
う
べ
き
人
に
会
う
。

　

出
会
い
が
あ
る
か
ら
わ
か
れ
も
あ
る
。

　

出
会
い
不
安
や
動
揺
を
含
み
な
が
ら
も
喜
び

や
感
動
を
も
た
ら
す
。
だ
が
別
れ
は
辛
い
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
ど
の
人
生
に
も
出
会
い

と
別
れ
は
あ
る
の
だ
。

　

天
才
ア
ー
チ
ス
ト
尾
崎
豊
は
亡
く
な
っ
た
後

も
特
別
な
薫
と
色
を
持
っ
て
立
ち
込
め
た
ま
ま

で
あ
る
。

　

彼
の
残
し
た
作
品
も
「
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｙ

Ｏ
Ｕ
」
な
ど
は
日
本
以
外
の
国
で
も
カ
バ
ー
さ

れ
て
い
る
。「
卒
業
」
や
「
僕
が
僕
で
あ
る
た

め
に
」
な
ど
今
で
も
一
般
的
に
知
ら
れ
愛
さ
れ

て
い
る
楽
曲
が
多
い
。
尾
崎
豊
の
作
品
群
の
最

大
の
特
徴
は
、
十
代
の
出
口
の
な
い
心
の
葛
藤

を
素
直
な
自
分
の
言
葉
で
赤
裸
々
に
書
き
綴
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

依
存
の
高
い
生
活
を
し
て
い
る
時
期
に
何
も

自
己
の
力
や
判
断
で
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
苛

立
ち
を
内
省
的
な
眼
で
描
い
た
詩
は
、
同
世
代

の
少
年
少
女
た
ち
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
に
生
活

に
疲
れ
た
大
人
た
ち
に
も
共
感
を
呼
ん
だ
の
で

あ
る
。

　

日
本
が
バ
ブ
ル
景
気
で
は
し
ゃ
い
で
い
る
時

代
に
叫
び
続
け
た
彼
の
言
葉
は
そ
の
時
代
性
ゆ

え
に
重
み
を
増
し
た
。
そ
し
て
希
望
の
な
い
子

供
た
ち
や
大
人
た
ち
も
、
彼
が
言
う
真
実
の
探

求
と
い
う
テ
ー
マ
に
少
し
づ
つ
傾
き
始
め
た
の

で
は
な
い
か
。

　

生
ま
れ
た
か
ら
に
は
生
き
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
を
見
失
う
人
間
に
向

か
っ
て
、
尾
崎
豊
は
澄
み
切
っ
た
心
で
未
来
を

見
直
し
、
孤
独
な
遺
産
を
残
し
て
い
っ
た
。

天
才　

尾
崎　

豊

鬼

頭

明

嗣

作
家
・
元 

尾
崎
豊
事
務
所

「
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
」
代
表

全
国
安
全
週
間

特
別
祈
願
会

七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

犬山成田山 検索

犬山成田山
ホームページ

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

毎月 1回 25日発行

弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
を
慶
祝
し
て

弘
法
堂
前
に
建
立
さ
れ
た
御
手
綱
付
角
塔
婆
＝
六
月
一
日
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六
月
四
日
午
前
十
時
よ
り
、
信

徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
「
第

六
十
八
回
成
田
山
学
童
写
生
大

会
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
藪
法
務
課
長
の
挨
拶
、
審
査

員
宇
野
藤
雄
先
生
の
講
評
の
後
、

成
田
山
明
王
賞
を
受
賞
さ
れ
た
渡

邉
桜
彩
寧
さ
ん
【
写
真
】
は
じ
め
、

入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
、
入
選
の
作
品
は
四
日
か

ら
十
一
日
ま
で
信
徒
会
館
一
階

ホ
ー
ル
及
び
本
堂
渡
り
廊
下
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
お

子
様
の
疳か

ん

の
虫
を
封
じ
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
す
る
子
育
祈
願

『
虫
封
じ
祈
願
会
』
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
勢
の
お
子
様
と
そ
の
ご
家
族

が
訪
れ
、
本
堂
に
て
大
護
摩
供
を

参
拝
し
、
お
子
様
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

青
葉
ま
つ
り

青
葉
ま
つ
り

青
葉
ま
つ
り

宗
祖
弘こ

う
ぼ
う法

大
師
・
中
興
興こ

う
ぎ
ょ
う教

大
師

盂
蘭
盆
会
法
要

◆
日　
　

時　

八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

◆
供
養
塔
婆

　
　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上

　

供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供
物
等
の
お
申
し

込
み
は
総
受
付
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご先祖さま　年に一度の里帰り

ご
生
誕
慶
祝
法
要
厳
修

学
童
写
生
大
会
表
彰
式
開
催

第68回

子こ
そ
だ
て育
祈
願

虫
封
じ
祈
願
会

　

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま

で
、
宗
祖
弘
法
大
師
、
並
び
に
中

興
の
祖
、
興
教
大
師
の
ご
生
誕
を

お
祝
い
す
る
青
葉
ま
つ
り
が
弘
法

堂
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
法
大
師
は
宝
亀
五
年

（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
興
教
大
師
は
嘉
保

二
年
（
一
〇
九
五
）
六
月
十
七
日

に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
青

葉
が
美
し
い
こ
の
時
期
に
ご
生
誕

慶
祝
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
か

ら
、「
青
葉
ま
つ
り
」
と
称
さ
れ

ま
す
。

　

十
五
日
は
午
前
十
時
よ
り
宮
本

主
監
お
導
師
の
も
と
弘
法
大
師
ご

生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ
、 

十
七

日
に
は
午
前
十
時
よ
り
興
教
大
師

ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
。

　

本
年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
並
び
に

当
山
開
創
七
十
周
年
の
二
大
勝
縁
の
歳
に
当
た
り
、
今

秋
十
一
月
三
日
、
開
創
記
念
大
法
要
を
奉
修
し
、
記
念

行
事
と
し
て
柴
灯
大
護
摩
供
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

柴
灯
大
護
摩
供
法
要
と
は
、

野
外
に
て
炉
を
組
み
、
ご
信

徒
皆
様
よ
り
お
預
か
り
し
た

柴
灯
護
摩
木
を
お
焚
き
上
げ

し
、
所
願
成
就
を
祈
願
す
る

壮
大
な
祈
願
祭
で
す
。
多
く

の
ご
信
徒
皆
様
に
ご
参
加
を

頂
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　

合　

掌

一
、
日
時　

十
一
月
三
日　

正
午
よ
り

一
、
柴
灯
大
護
摩
供
特
別
護
摩
木　

千
円
以
上

一
、
柴
灯
護
摩
木　

三
百
円
以
上

柴さ

い

と

う灯
大お

お

護ご

ま

く

摩
供
法
要

◆
柴
灯
護
摩
木
は
本
堂
横
総
受
付
・
自
動
車
祈
祷
殿
に
て

受
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
願
い
事
、
お
名
前
、
数
え
歳
を

ご
記
入
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

宗
祖
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五
〇
年
記
念

名
古
屋
別
院
開
創
七
十
周
年
記
念
大
祭

献
灯
会

◆
日　

時

　

八
月
十
三
日
〜
十
六
日

　

午
後
五
時
〜
九
時
ま
で
点
灯

◆
献
灯
料　

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆　

二
千
円
以
上

弘法大師ご誕生
  1250 年慶祝
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第
三
十
八
回
索
の
会
総
会
が
、

五
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時

よ
り
成
田
山
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
開
会
の
辞
に
続
き
、

こ
の
日
ご
来
場
の
会
員
で
本
尊
不

動
明
王
に
合
掌
礼
拝
、
会
員
物
故

者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
索
の
会

の
モ
ッ
ト
ー
を
唱
和
い
た
し
ま
し

た
。
次
に
、
山
本
亜
土
会
長
（
名

古
屋
鉄
道
㈱
相
談
役
）
か
ら
ご
挨

拶
が
あ
り【
写
真
】、成
田
山
よ
り
、

宮
本
主
監
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
参

議
院
議
員
藤
川
政
人
様
よ
り
、
温

か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
索
の
会
に
対
し
功
績

の
あ
っ
た
会
員
に
階
位
表
彰
が
行

わ
れ
、
四
摂
席
に
社
本
宮
明
氏
、

布
施
席
に
安
藤
隆
司
氏
が
表
彰
さ

れ
、
愛
語
席
の
十
六
名
、
利
行
席

の
四
十
名
が
表
彰
さ
れ
、
愛
語
席

か
ら
丹
羽
支
部
今
枝
達
夫
氏
、
利

行
席
か
ら
犬
山
一
心
支
部
川
村
武

志
氏
の
各
代
表
者
に
宮
本
主
監
よ

り
階
位
証
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
紙
面
の
都
合
上
、
階
位

表
彰
者
芳
名
は
来
月
号
に
掲
載
い

た
し
ま
す
）

　

引
き
続
き
、
小
澤
秀
彦
氏
（
名

古
屋
鉄
道
㈱
地
域
活
性
化
推
進
本

部
地
域
連
携
部
付
部
長
）
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
本
総
会
の
議
事
に

移
り
ま
し
た
。
事
務
局
を
代
表
し

て
、
岩
間
信
徒
部
長
よ
り
平
成

三
十
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で

の
経
過
及
び
報
告
、
難
病
者
激
励

募
金
報
告
、
会
員
の
現
況
及
び
比

較
、
収
支
決
算
報
告
を
し
、
岩
切

監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
、
令

和
五
年
度
の
実
践
計
画
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
索
の
会
規

約
改
正
案
、
成
田
山
名
古
屋
別
院

開
創
七
十
周
年
記
念
事
業
奉
賛
金

の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

※
総
会
終
了
後
は
会
員
の
安
全
を

ご
祈
念
す
る
べ
く
大
護
摩
供
に

揃
っ
て
参
拝
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

　

四
月
十
三
日
、
味
鋺
成
田
講
支

部
（
支
部
長
＝
石
田
昇
氏
）
の
役

員
会
が
、
地
元
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
員
の
現
況
、
令
和
四
年
度
事

業
・
会
計
報
告
、
犬
山
成
田
山
参

拝
と
親
睦
旅
行
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
総
会
の

ご
案
内
と
柴
灯
護
摩
木
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。　

遠
山
記

　

五
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
に

『
江
戸
時
代
の
旅
人
気
分
で
街
道

あ
る
き
』（
名
古
屋
鉄
道
㈱
主
催
）

と
題
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
新
鵜
沼
駅
を

出
発
し
て
、
中
山
道
鵜
沼
宿
周
辺

の
名
所
・
史
跡
を
歩
い
て
巡
る
と

い
う
も
の
で
す
。
当
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
立
寄
り
場
所
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
当
山
に
は
千
名
以
上

の
参
加
者
が
訪
れ
、
本
堂
、
貞
奴

霊
廟
等
を
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

◆
灯
明
料

各
務
原
市　

小
檜
山　
　

千
代
久

加
茂
郡　
　

佐　

藤　
　

正　

明

各
務
原
市　

松　

巾　
　

正　

子

名
古
屋
市　

佐　

藤　
　

公　

彦

　
　
　
　
　

安　

田　
　

祐　

介

◆
の
ぼ
り

各
務
原
市　

み
お
商
店

　

〃　
　
　

三
尾
石
油
店

　

〃　
　
　

オ
ペ
ラ
貞
奴

　
　
　
　
　
　
　
　

金
光　

順
子

　

〃　
　
　

鵜
沼
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
　

苅
谷　

龍
一

各
務
原
市　

原　
　
　
　

千　

万

美
濃
加
茂
市　

吉　

田　
　

美
奈
子

小
牧
市　
　

白　

石　
　

浩　

恵

名
古
屋
市　

浅　

井　
　

紀　

行

埼
玉
県　
　

鷲　

尾　
　

隆　

慶

　
　
　
　
　

安　

田　
　

富
志
子

◆
お
供

名
古
屋
市　

奥　

田　
　

晃　

三

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

各
務
原
市　

森　

安　
　

ひ
と
み

　

〃　
　
　

柏　

木　
　

桂　

子

埼
玉
県　
　

鷲　

尾　
　

慶　

範

◆
銅
板

長
崎
県　
　

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
歌
劇
団

　
　
　
　
　
　
　
　

燈
真　

ガ
ク

各
務
原
市　

オ
ペ
ラ
貞
奴

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

敦
子

貞
照
寺
だ
よ
り

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

１
月
～
２
月

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

参
加
者
来
山

◆日　時　7月 18 日（火）
　　　　　10 時半　諸芸上達大護摩供
　　　　　11 時　　歌舞伎舞踊奉納
◆出　演　市川　櫻香
　　　　　むすめかぶき　柴川菜月

貞奴女史ご生誕記念

奉納むすめかぶき

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

開
創
90
周
年
記
念
大
祭

並
び
に
貞
奴
マ
ル
シ
ェ

10
月
28
日
（
土
）
開
催

成
田
山
索
の
会
総
会
開
催

第 38 回

役
員
会
開
催

ー
味
鋺
成
田
講
支
部
ー

７
月
３
・
４
・
５
日
開
催

索
の
会
特
別
企
画

時
津
風
部
屋

　

朝
稽
古
見
学

　
　

＆
ち
ゃ
ん
こ
鍋

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い



令 和5年 6月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 4 ）

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

各
務
原
市　

神　

山　
　

康　

夫

中
津
川
市　

三　

井　
　

正　

巳

小
牧
市　
　

白　

渕　
　

幸　

枝

　

〃　
　
　

白　

渕　
　

義　

夫

名
古
屋
市　

梁　
　
　
　

好　

信

　

〃　
　
　

外　

山　
　

裕
佳
子

横
浜
市　
　

永　

田　
　

勝　

志

浜
松
市　
　

袴　

田　
　

文　

晴

一
宮
市　
　

樫　

詰　
　

斉　

伸

岩
倉
市　
　

掛　

須　
　

洋　

郎

　

〃　
　
　

太　

田　
　

明　

美

　

〃　
　
　

太　

田　
　

侑　

希

豊
田
市　
　

加
藤
探
偵
調
査
事
務
所
㈱

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

名
古
屋
市　

梅　

山　
　

祐　

子

各
務
原
市　

寶　

田　
　

一　

男

　

〃　
　
　

寳　

田　
　

勝　

代

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

羽
島
市　
　

中　

田　
　

恭　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

徳
川
皮
フ
科
内
科
ク

　
　
　
　
　

リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

高
井　

美
津
子

丹
羽
郡　
　

西　

山　
　

邦　

彦

岡
崎
市　
　

川　

地　
　

民　

子

長
久
手
市　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
主
管
支
店

小
牧
市　
　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

小
牧
主
管
支
店

犬
山
市　
　

成
田
山　

索
の
会

各
務
原
市　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

一
宮
市　
　

眞
和
興
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宮
倉
庫

名
古
屋
市　

㈱
東
海
工
作
所

尾
張
旭
市　

名　

和　
　

秀　

高

　

〃　
　
　

名　

和　
　

佳　

隆

大
垣
市　
　

河　

合　
　

伸　

泰

名
古
屋
市　

㈱
一
哲

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡　

靖
彦

豊
田
市　
　

加
藤
探
偵
調
査
事
務
所
㈱

大
府
市　
　

お
お
ぶ
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

勝
朗

小
牧
市　
　

名
東
電
産
㈱

　

〃　
　
　

舩　

橋　
　

美　

子

弥
富
市　
　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
レ
ー
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

村
山　

寿
徳

名
古
屋
市　

横　

地　
　

義　

郎

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

羽
島
市　
　

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

　

台
風
の
時
期
に
は
、
毎
年
の
よ

う
に
川
の
氾
濫
や
家
屋
が
浸
水
し

て
い
る
映
像
が
ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ

ま
す
。「
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
過
信
を

せ
ず
、
避
難
場
所
の
確
認
や
防
災

グ
ッ
ズ
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
記

小
五　

門
脇　

優
芽
花

小
四　
　

坂
本　

六
花

小
三　

竹
内　

陸
斗

【
評
】
一
字
一
字
て
い
ね
い
に
、
素
直

な
線
で
よ
く
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
一
生
け
ん
命
、
て
い
ね
い
に
よ

く
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
ゆ
っ
く
り
と
筆
を
進
め
、
お
ち

つ
い
て
と
て
も
上
手
に
書
け
ま
し
た
。

五
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

五
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

７月の成田山行事

◆全国安全週間特別祈願会　　　
　　　　　1日～ 7日　本堂
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆写経会　28 日　信徒会館 3階

五　

月

五
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

　

七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
「
全
国
安
全
週
間
」
に

併
せ
、
職
域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・
業
績
向

上
を
祈
願
す
る
特
別
祈
願
会
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

◆
期
間

　

七
月
一
日
〜
七
日

◆
祈
祷
時
刻

　

七
時　

九
時　

十
一
時

　

十
三
時　

十
五
時

◆
祈
祷
料

　

五
千
円　

一
万
円

　

二
万
円　

三
万
円
以
上

全
国
安
全
週
間

　

特
別
祈
願
会行事予定などの最新情報はホームページ、境

内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

お不動さまの御
ご

縁
えん に ち

日
　　毎月 1日、15日、28日

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

編
集
室
よ
り


